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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

格子ＱＣＤ計算による数値シミュレーションにより、カラーチャネルに依存するクォーク間ポテンシャルの振舞いを研究した。カラークーロンゲージ理論を採用することにより、物理的に重要なカラー瞬間力の導出が可能となり、２体クォーク間では、カラー１重項、８重項、反３重項、６重項でのポテンシャルが計算された。１重項、反３重項は引力であり、閉じ込め力を示す線形上昇ポテンシャルを生み出すことが確かめられた。また、８重項と６重項はともに、反発力を形成することが確かめられた。特に、カラーダイクォークチャネルに相当する反３重項の特徴を捉えたことは、大きな意義がある。このダイクォーク（２つのクォークからなる）準束縛状態は、新粒子であるペンタクォークやマルチクォークを考えるうえでの重要な仮説を与え、多くの研究者によってその存在が予想されているからである。また、マルチクォーク系を考える際には、これまでのハドロン粒子に比べ構成要素となるクォークが多くなるため、これまでにあまり重要視されてはいなかった反発力である８重項や６重項の影響も考慮にいれる必要がある。本研究成果は、今後のハドロン物理の現象を考えるうえでの重要な情報を含んでいる。

しかしながら、理論的には、カラー１重項のみが実験で観測される粒子であると考えられるため、それ以外のカラーチャネルはなんらかの意味においての特異性が存在するはずである。これは、実際の数値計算を通して、体積依存性となって現れる。カラー１重項チャネルの体積依存性は大変小さいが、それ以外のカラーチャネルから得られたポテンシャルは大きな体積依存性があることが示された。これはカラーフラックスがカラー１重項以外では発散するためと考えられ、妥当な結果となっている。しかしながら、３体クォーク中での構成要素として２体ポテンシャルを考えたときは、このような体積依存性が消えることが予想される。これは今後の課題である。

本研究においては、格子ＱＣＤ計算によりクォーク間のカラーチャネルに依存するさまざまなカラー力の振舞いを調査した。さらに今後は３体系や真空偏極補正効果などを取り入れたより精度の高い研究をする予定である。
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	欧文概要　ＥＺ

We study the color-dependent confining forces between two quarks by the quenched lattice simulations of Coulomb gauge QCD. The color-singlet and color-antitriplet instantaneous potentials yield attractive forces. The ratio of the string tensions obtained from them is approximately 2 and have little volume dependence. Meanwhile, the color-octet and color-sextet channels give a minor contribution for two-quark system. We finally find that the infrared self-energy of the color-nonsinglet channels diverges in the infinite volume limit; however, the degree of the divergence on the finite lattice can be understood in terms of color factors.
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